
資料２

目標を達成するために実施する施策、指標

(環境局水資源課)

１ 目標を達成するために実施する施策

設定した５つの「健全な水循環の維持又は回復に関する目標」を達成するため、

下表に掲げる 23 施策を実施する。

これらの施策の実施に当たり、相乗効果や相反関係が生じる可能性があること

に留意して実施するよう努めることとする。（別表１）

水
質

目
標
○清らかな流れを保つため、良質な水質の維持・改善を図る

施
策

①流域別下水道整備総合計画等に基づく汚濁負荷削減対策の実施

②中遠地域地下水利用対策協議会による地下水障害の監視

③太田川ダム濁水対策検討会による濁水対策の検討及び対策の実施

水
量

目
標
○生活や産業に使用する水を安定的に供給する

施
策

④天竜川水利調整協議会、大井川水利調整協議会における適時適切な調整の実施

⑤太田川ダム渇水情報連絡会における情報提供及び水利使用者間の情報共有

⑥適切な地下水管理の推進

⑦自己水源の整備・維持

災
害
・
治
水

目
標
○被害軽減のため、流域治水による取組をあらゆる関係者が連携して推進する

施
策

⑧水災害対策プラン等による対策実施

⑨河川整備計画に基づく河川整備・改修

⑩治水協定に基づくダムの洪水調節機能の強化（事前放流等）

⑪森林整備・治山事業の推進

⑫土地改良施設・農業用ため池の耐震化や更新整備、保全の推進

⑬「田んぼダム」の実施

⑭雨水貯留・浸透施設の整備

⑮土砂災害防止施設の整備の推進

⑯森の防潮堤づくりの推進

⑰サンドバイパス等による侵食対策

自
然
環
境

目
標
○豊かな流れをもたらし、災害を防止する森林や農地の機能を発揮する

施
策
⑱森林の持つ公益的機能を維持・増進するための間伐や森の力再生事業などの森林整備の推進

⑲生物多様性の保全上重要な生育・生息地の確保

暮
ら
し

目
標
○水環境と生活・産業・自然のつながりを圏域全体で認識し、活動する

施
策

⑳多面的機能支払交付金による農地・農業水利施設保全のための活動支援

㉑リバーフレンドシップによる沿川の住民による堤防の草刈や河川の清掃活動支援

㉒フォレストツーリズム等を通じた森林とのふれあいの機会の醸成

㉓雨水利用・雨水貯留等に対する補助金制度の活用促進



２ 健全な水循環の状態や施策の実施状況を管理する指標

計画の確実な推進のために、指標及び目標値を設定して進捗状況を管理する。

指標、目標値及び目標年度は、別表２に示す。

(1) 指標の種類として、以下の２種類を設定する。

・「健全な水循環の状態を表す指標」

目指すべき健全な水循環の姿に到達するために設定した５つの目標の達成

状況を評価するために設定する。

・「施策の進捗状況を管理する指標」

目標の達成に必要な「施策」の実施状況を把握、管理するために設定する。

(2) 目標値は、以下のとおり設定する。

・圏域内の目標値が設定されているものは、その目標値を採用する。

例）太田川圏域内の水質環境基準達成 100% (８地点)

・圏域に類する範囲で目標値が設定されているものは、その目標値を採用する。

例）地下水適正揚水量の確保 中遠地域 120 千㎥/日

・県全体の目標値が設定されており、圏域別の目標値の設定が難しいものは、県

全体の目標値を達成するために、圏域内で維持又は向上を図る。

例）土砂災害防止施設整備箇所 1,994 箇所（県全体）

(3) 目標年度は、関連計画に応じて個々に設定する。なお、中間評価（計画策定か

ら５年後）までに目標年度が満了し、または目標が達成された指標は、中間評価

時に変更又は目標値の再設定を行うものとする。

※目標値及び目標年度は、策定中の他計画（静岡県総合計画等）との整合を確認後に設定するため、現時点では非公開とします。

水質

(目標１)

健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

・水質環境基準達成 今後設定※ 今後設定※

施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・地下水取水基準の見直し 今後設定※ 今後設定※

水量

(目標２)

健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

・地下水適正揚水量の確保 今後設定※ 今後設定※

施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・地下水取水基準の見直し 今後設定※ 今後設定※

・自己水源の整備、維持 今後設定※ 今後設定※

災害・治水

(目標３)

健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

・水害及び土砂災害による死者数 今後設定※ 今後設定※

施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・県管理河川の整備延長 今後設定※ 今後設定※

・基幹農業水利施設の更新整備数 今後設定※ 今後設定※

・土砂災害防止施設整備箇所 今後設定※ 今後設定※

・山地災害危険地区の整備地区数 今後設定※ 今後設定※

自然環境

(目標４)

健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

・森林の多面的機能を持続的に発揮させる森林整備面積 今後設定※ 今後設定※

施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・森林経営計画認定面積 今後設定※ 今後設定※

・国有林の間伐面積 今後設定※ 今後設定※

暮らし

(目標５)

健全な水循環の状態を表す指標 目標値 目標年度

・多面的機能支払交付金の活動面積 今後設定※ 今後設定※

・リバーフレンドシップの活動が行われている河川数 今後設定※ 今後設定※

施策の進捗状況を管理する指標 目標値 目標年度

・リバーフレンドシップ制度を活用する団体数 今後設定※ 今後設定※


